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足立区の概要

面積（2016年10月1日現在）53.25㎢ 61.78㎢
人口（2023年4月1日現在）691,372人 486,464人

学校数・児童生徒数（2023年5月1日現在）
小学校：67校 29,727人 20,158人
中学校：35校 13,593人 10,183人

就学援助率（2021年度）
小学校：22.7％ 東京都 16.4％ 26％
中学校：31.8％ 全国 14.2％ 29.8％

位置
東京23区の最北端
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朱書きは東大阪市



足立区の不登校者人数の推移（足立区資料）
・令和４年度の小中学校の不登校数は全国２９万人で過去最多
・前年度比は、全国は２２％増加、東京都は２５％増加

中学生が全体の約7割
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不登校者の割合の推移（足立区資料）

足立区（中学校）

ピーク時に差が最大

東京都（中学校）

国（中学校）

R3に都の平均を下回り、
R4に国の平均を下回った

※ 不登校生徒の割合＝児童・
生徒に対する不登校者の割合
（東京都及び足立区は公立小
中学校のみ）

足立区（小学校）

東京都（小学校）

国（小学校）
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・簡単に応募できる仕組み
・教員免許のハードル
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自分で声をあげられない子どもとのつながり
（例：学校のタブレットにアプリ）

資格がなくても子育てに参画できる
仕組みを通じたつながり

障害者と健常者（子ども・大人）のつながり

行政同士のつながり

民間/スペース（廃校等）
とのつながり（開放・活用）
（体験も促進）

第三回B班まとめ

子どもを真ん中に置いてみた
 ①双方向のアクセス
②ネットワーク

市内・市外への発信
（イメージ、アピール、民間イベント情報含む）
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自分で声をあげられない子どもとのつながり
（例：学校のタブレットにアプリ）

資格がなくても子育てに参画できる
仕組みを通じたつながり

障害者と健常者（子ども・大人）のつながり

行政同士のつながり

民間/スペース（廃校等）との
つながり（開放・活用）（体験も促進）

市内・市外への発信
（イメージ、アピール、民間イベント情報含む）

電話相談窓口は恒常的に開設。今年度、ヤングケアラーの実態調査の際に
相談も受けられるWEBフォームを設けた。市WEB上の問合せフォーム
でも相談可能。府ではLINE相談を運用中。

スクールヘルパーの採用、子育て支援員の認定（子育て支援員は
保育補助等への就労可能）

ふれあいのつどい（市主催イベント）、バリアフリーマラソン（補助事業）
その他民間事業者各自での取組み（ふれあいバザー、地域のお祭りで障害者が
作成した物品を販売）は一部あり

庁内関係部署間や府との連携、また連絡会等は適宜行っている。
現場での連携状況については個人の知識・力量によるところが大きく課題と認識。

旧三ノ瀬小学校が空き校舎状態
※ドラマのロケ地として活用実績あり

市政だより（全戸配布＋WEB）、Twitter、Facebook、LINE、Instagram
また市内イベント出展など各部署で一定の機会はあり。

子ども相談課

障害施策推進課

子どもすこやか部

広報課、その他

施設指導課 青少年教育課学校教育部

・相談する必要がないので見ない、知らない、興味もない
・相談したいときは心の余裕がなくなっている
★知りたくな人に届ける（シンプル、総合）

・資格がある人は登録⇒マッチング
・資格がない人は登録しない⇒？？
★「時間がある人」を登録する⇒マッチング

・インクルーシブ教育（関西の方が進んでいる）
★市内の全てのイベントをインクルーシブにする
例）車椅子不可の会場では実施しない、補助しない

・既存組織の形骸化
★青少年問題協議会の活性化 ←
★子ども・子育て会議の活性化 ←

★サウンディング、公募などの手法を導入
★バーチャルな空間
★休息の場だけではなく、「絆」をつくれる場所

★伝わっているのか、いないのか、数値目標を掲げる

ネットワークの核に？
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子どもの健康・生活実態調査（教委と衛生部とのコラボ）
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◼ 足立区民の健康寿命が都の平均よりも約２歳短いと
いう健康格差がある

◼ 主な要因は糖尿病であり、「足立区糖尿病対策アク
ションプラン」を策定

◼ 糖尿病をはじめとする生活習慣病予防には、子ども
の頃から正しい生活習慣を身につけることが効果的

◼ 国民生活基礎調査によると、現在６人に１人の子
どもが貧困状態である（当時）

◼ 足立区では、平成２７年度を「子どもの貧困対策
元年」と位置づけて、「足立区子どもの貧困対策
実施計画～未来へつなぐ あだちプロジェクト～」を
策定

① 子どもの健康と生活の実態を把握すること

② 子どもの健康が家庭環境や生活習慣からどのような影響を受けているかを明らかにすること

③ 子どもの健康と世帯の経済状態にどのような関連があるか（媒介要因）を明らかにすること

調査の目的
子どもの健康・生活実態調査を実施

調査の背景

子どもの健康・生活実態調査（教委と衛生部とのコラボ）
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(％)
思いやりや気づかいなどこころの
発達が懸念される子どもの割合

麻しん・風しんワクチン（自己負
担なし）未摂取の子どもの割合

非生活困難 生活困難

保護者が困ったときに相談できる相手がいると
子どもの健康リスクが軽減する可能性がある

非生活困難 生活困難

調査から見えてきたこと①
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子どもが地域活動（近所のお祭り・子ども会・児童館等の教室など）に
参加していると、逆境を乗り越える力を培える可能性がある
特に生活困難世帯で顕著
「登校しぶり」「朝食欠食」「５本以上のむし歯」などへの影響も緩和傾向にあり、高学年では「幸福度」も高くなる

【逆境を乗り越える力（自己肯定感・自己制御能力など）がある子どもの割合】

調査から見えてきたこと②
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こどもを真ん中に置く
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不登校児童・生徒数の推移（学年別）
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安心安全な
学校づくり

●いじめ防止対策

子どもたちの
絆づくり ●ビューティフルスクール運動

●特別支援教室の設置

魅力のある
授業づくり

●基礎学力向上の取り組み

●大学と連携した体験活動

■不登校支援重点校
（中学校５校）週３回
■それ以外の全ての小中学校      
週２回

■全中学校（３5校）
で別室を設置

■２３校に登校サポーター
を派遣

スクールカウンセラーの配置 別室登校支援

欠席の早期段階での支援を構築

不登校の未然防止（学校→楽校）

不登校を生じさ
せない学校づくり

●個に応じた学習指導
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居場所
づくり

絆づくり

魅力ある
学校づくり

児童生徒の心の
居場所に！
（いじめのない学校づくり、授業
改善、楽しい学級づくりなど）

学校を楽校（絆づ
くり）の場に！
（主体的な取り組みの推進、行事を
通じた自主活動、異学年交流など）

不登校の未然防止
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最初の失敗（４歳）

２カ月で 幼稚園中退

いらすとや 14/48



クラスの友達と
仲良くしなさい

いらすとや

子どもの悩み第２位
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なぜ、運動会があるの？

どうして、逆上がりでないといけないの？

いらすとや

子どもの悩み第３位
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どうして、勉強するの？

いらすとや

子どもの悩み第１位
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１ 不登校支援ＧＵＩＤＥの作成

２ 不登校の子をもつ保護者懇談会の開催

◆子どもの不登校状態が把握できるようチャート化
◆どのような不登校支援があり、どの支援が最適かを案内
◆お家でお子さんにどう接すればいいのか、不登校の程度
にあわせて紹介

内容、特徴

◆不登校に長年関わった臨床心理士による、不登校の考え方や子どもへの接し方等の講演
◆講演後は、小中学校別に個別グループ協議
◆悩みや不安を共有しながら、子どもに向き合うための家庭での環境づくりを学ぶ

内容、特徴

不登校の理解促進
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教
室
・
学
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帰
、
進
学
、
進
路
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選
択
に
つ
な
ぐ

不登校生徒に対する、学校内における通級型
学習指導（区立中学校内２ヶ所）

❶お迎え支援

❷別室登校支援

➌【学校外】チャレンジ学級（１２０人）

❺NPO運営の居場所（７０人）

❹【学校内】あすテップ（４０人）

❻家庭学習支援事業（５０人）

コミュニケー
ション活動が
中心

学
習
支
援
が
中
心登

校
で
き
な
い

教室に入れる
（自力登校不可）

教室に入れない

外
出
で
き
る

教
育
相
談
を
経
て
入
級

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
委
託

不登校児童・生徒への支援（定員数）

登
校
で
き
る

不
登
校 

又
は
登
校
渋
り

外
出
で
き
な
い

民
間
委
託

不登校未然防止、教室復帰支援

登校サポーターによる登校時のお迎え

登校サポーターによる、学校内の別室での寄
り添い支援による登校定着

学校以外での個別指導中心とした学習指導・
各種行事・集団活動（３ヶ所）

民間団体と連携した「居場所を兼ねた学習支
援」（４ヶ所）

不登校が長期化している家庭を支援員が
訪問（アウトリーチ支援）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
携

❼オンライン教育支援センター（４人）

不登校が長期化している児童生徒に対する、
オンラインによる伴走支援

オンラインに
よる個別支援

Ｓ
Ｓ
Ｗ
が
繋
ぐ

現在の足立区の不登校支援 全体図（足立区資料）

対面による
個別支援

教室に入れる
（自力登校可）

易

支
援
の
困
難
性

難

Ｉ 

Ｃ 

Ｔ 

を 

活 

用 

し 

た 

学 

習 

支 

援

教室の居心地が悪い＝不登校予備軍

※1 欠席が30
  日以上

※2 遅刻や欠
  席が増え 
てきた状
況

R5モデル実施

子
ど
も
の
状
況
に
応
じ
た
多
様
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
で

学
び
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

（

）
※1

（

）

※2
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幼稚園

教育指導部 学校運営部 小中学校子ども家庭部

子ども園

保育園

青少年課

こども支援センターげんき

支援管理課

教育相談課

こども家庭支援課 ３地区6係

指導主事

統括指導主事

足立区教育委員会

足立区教育委員会の組織

就学前教育推進担当課
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発達相談件数が増加した
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保育園における
気づきのしくみ
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幼稚園⇒「児童要録」
保育園⇒「園生活支援シート

（旧個別支援計画）」

チューリップシートを全家庭で作成（足立区）

就学移行プログラム
（小グループ指導）

の実施
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９か月～１歳2か月児

親子歯科健診 (区独自)

１歳６か月児歯科健診  *法定１

３歳児歯科健診   *法定１

４歳児(年少児)

５歳児(年中児)

６歳児(年長児)

就学時歯科健診 *法定２

学校歯科健診 *法定２

＜足立区の子どもの歯科健診体系図＞

私立幼稚園

認定こども園

認可保育園(公私)

認証保育所

未通園

区外通園

*法定１「１歳６か月歯科健診」「３歳児歯科健診」 は母子保健法で実施
⋆法定２「就学時歯科健診」「学校歯科健診」は学 校保健安全法で実施
*3 幼稚園：学校保健安全法、保育施設：学校保健安全法に準ずる規定、未通園児:定めなし

通園有無、幼稚園・保育施設、公立私立等の種別に関わらず、

４～6歳の子どもが年1回歯科健診が受診できる区独自の歯科健診

あだちっ子

歯科健診

(H27年度～)

歯
科
健
診
結
果
は
保
健
衛
生
シ
ス
テ
ム
で
管
理

→

０
歳
～
15

歳
ま
で
個
人
の
結
果
が
蓄
積

各施設から全
員分の歯科
健診記録簿(ｺ
ﾋﾟｰ)を集め、
データ入力

「あだちっ子歯科健診」は

①～③をセットに実施

①帳票・歯科健診基準の統一

②要医療者へのていねいな受診勧奨

③結果集計･分析・フィードバック

↓
各施設ごとに結果票を作成し、
取り組みに活用

健康データの活用

歯科健診実施基準が
バラバラの時期 ＊３

あだちっ子歯科健診とは、

あだちっ子歯科検診（衛生部とのコラボ）
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むし歯予防および早期の治療で健康の改善を図り、さらに子
どもの貧困対策にも繋げる。

POINT

①統一基準の歯科健診

②丁寧な受診勧奨

③結果の集計･分析･フィードバック

※開始６年目、年少児(４歳)～年長児(６歳)の全ての子ども対象

子どもの歯・口の状態を保護者に理解してい
ただく

歯科健診の結果、治療が必要な園児を医療機
関につなげる

結果を集計し、園児の歯・口の健康状態の分
析や今後の取り組みに活用する

あだちっ子歯科検診（衛生部とのコラボ）
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あだちっ子歯科検診（衛生部とのコラボ）
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健康データ一元化のイメージ

乳幼児健診データ

保健衛生システム

妊娠届データ

保育園・幼稚園の健診データ

特定健診データ

若年者健診データ

学校定期健診データ

後期高齢者健診データ

校務支援システム

学校定期健診データ

各校の養護教諭が
データ入力

園から集めた
健診結果票を
区がデータ化

学校定期健診

保育園・幼稚園の健診

衛 生 部 門 教 育 部 門



31/4831/48

一元化される情報

妊娠期

母親の情報

出生時 乳幼児
保育園
幼稚園

小学校 中学校
18～39

歳
40～74

歳
75歳～

身長・体重 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

血液検査 ● － － － － ● ● ● ●

歯の状態 ● － ● ● ● ● ● ● ●

●：「個人コード」や「世帯コード」をキーとしてデータがつながる年代と項目

足立区に住み続ける人は、全ての情報が蓄積されていく

社保加入者のぞく

社保加入者のぞく
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一元化したデータの分析（例）

①３歳で「普通」の子が、中２で「肥満」である割合   8.4%

②３歳で「肥満」の子が、中２で「肥満」である割合 23.6%

３歳児の肥満度と中学２年生の肥満度との関連
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地域資源の活用

時間

NPO法人の活動

教育委員会

ひきこもり対策

福祉部

居場所を兼ねた
学習支援

（かぎっ子対策）

施設のタイムシェア（福祉部とのコラボ）

空き時間を利用
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子ども自身が相談（SOS）できる人・場所

34/48

人もいるし、場所もあるけど
知られていない

そんな人いるの？
どこにあるの？

どうして知られて
いないの？

知ってるけど、
相談しにくい

相談しやすくするには
どうしたらいいの？ どうやって

相談するの？

相談して
良くなるの？

僕（私）にも
できるかな？
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どうやって選ぶの？

専門家が待ってます！

僕の相談ってどれなの？

他の人に知られたくない

相談して大丈夫？

どんな人が相談してくれるの？

言葉にできるか不安
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インターネットゲートキーパー事業
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子どもの未来プラットフォームの活性化
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こどもを真ん中に置く
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41/48いらすとや

もっと、子どもたちと
過ごす時間を
増やしたい

もっと、いい授業をす
るために、教材研究
の時間がほしい
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POINT

居場所を兼ね
た学習支援

《NPO連携》

３→４箇所

令和3年度～

あすテップ

２箇所

中学校内

チャレンジ学級
（教育支援セン
ター）

３箇所

学校外

学習活動重視（学校に近い環境）居場所機能重視（集団生活に慣れる）

足立区では不登校の状況に応じた３つの居場所を設置。
福祉部・民間団体と協力・連携し、居場所が４倍に増加

学校以外の多様な教育機会の提供（足立区）

日本語学習ルーム

１箇所

小学校内

令和2年度～

不登校特例
私立中学校
（発達支援セ
ンター併設）
小学校跡地
令和6年度～42/48
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不登校対策『特例課程教室あすテップ』開設へ

「あすテップ」･･･（校内型適応指導教室）

あすテップとは、校内の一部を活用した不登校支援施設で「チャレン
ジ学級」、「居場所を兼ねた学習支援」に次ぐ第３の不登校支援施策

特徴２ 学籍は在籍校のまま 特徴３ 柔軟な学習内容

学校外にあるチャレン
ジ学級と異なり、学校
内に設置するため、学
校と同じような学習環
境が作れる

在籍校に籍を置きながら、あ
すテップに通級します。転校
しないため、年度途中の学校
復帰も可能

教育課程等は通常の学校に
準じながら、ソーシャルス
キルトレーニングなど個人
の状況に合わせ、柔軟な学
習指導が可能

●決められた登校時間
●給食の提供
●制服の着用
●体育館・グラウンド
の共用

特 徴

通常の学級よりも小規模な教室

特徴１ 学校内に設置

43/48

特例課程教室（あすテップ）のカリキュラム



時間 月 火 水 木 金

～

9:00
登 校

9:00～

9:30
チャレンジタイム

１
9:30～

10:20
国 語 国 語 国 語 国 語 英 語

２
10:30～

11:20
英 語

社
会

数
学

数 学 数 学

３
11:30～

12:20
理 科 英 語

音
楽

技術・

家庭
保健体育

昼
12:20～

13:30
給食・昼休み・清掃

４
13:30～

14:20
道 徳 総 合

特別活

動
SST 個別学習

14:20～

15:00
チャレンジタイム

15:00～

15:30
教科学習・教科外活動

16:00 最終下校

特例課程教室（あすテップ）のカリキュラム

チャレンジタイ

ム

教科学習

教科学習

チャレンジタイ

ム

昼食・昼休み

教科学習・教科外活
動

チャレンジタイ
ム

教科学習・教科外活

動

チャレンジ学級
（参考）

特例教室
朝礼、連絡事項等
（登校準備時間）

基礎学力の定着と向上を図るため、

国語・数学・英語は
通常学級と同時数を確

保

SST（ソーシャルスキルトレーニング）
で、対人関係や集団活動を通じて、

コミュニケーション能
力の向上を図る。

卓球・ゲーム、
一日の反省等

44/48
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東京みらい中学校（不登校特例中学校）
（学びの多様化学校）

■敷地 旧足立区立千寿第五小学校跡地
（定期借地）

■設置者 学校法人三幸学園 （一条校）
■開校 2024年４月
■併設 飛鳥未来高等学校（通信制高校）

（予定）児童発達支援センター
■足立区の支援⇔足立区の不登校対策

（足立区学校法人の助成に関する条例）

45/48
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学校名 開校年度 管理機関 所在地

八王子市立高尾山学園小学部・中学部 平成16年4月開校 八王子市教育委員会 東京都八王子市

京都市立洛風中学校 平成16年10月開校 京都市教育委員会 京都府京都市

星槎中学校 平成17年4月開校 学校法人国際学園 神奈川県横浜市

鹿児島城西高等学校 普通科（ドリームコース） 平成18年4月開校 学校法人日章学園 鹿児島県日置市

東京シューレ葛飾中学校 平成19年4月開校 学校法人東京シューレ学園 東京都葛飾区

京都市立洛友中学校 平成19年4月開校 京都市教育委員会 京都府京都市

NHK学園高等学校 平成20年4月開校 学校法人NHK学園 東京都国立市

星槎名古屋中学校 平成24年4月開校 学校法人国際学園 愛知県名古屋市

星槎もみじ中学校 平成26年4月開校 学校法人国際学園 北海道札幌市

西濃学園中学校 平成29年4月開校 学校法人西濃学園 岐阜県揖斐郡

調布市立第七中学校 はしうち教室 平成30年4月開校 調布市教育委員会 東京都調布市

東京シューレ江戸川小学校 令和2年4月開校 学校法人東京シューレ学園 東京都江戸川区

福生市立福生第一中学校 令和2年4月開校 福生市教育委員会 東京都福生市

星槎高等学校
平成18年4月開校
令和2年4月指定

学校法人国際学園 神奈川県横浜市

岐阜市立草潤中学校 令和3年4月開校 岐阜市教育委員会 岐阜県岐阜市

大田区立御園中学校 令和3年4月開校 大田区教育委員会 東京都大田区

宮城県富谷市立富谷中学校 令和4年4月開校 富谷市教育委員会 宮城県富谷市

大和市立引地台中学校 令和4年4月開校 大和市教育委員会 神奈川県大和市

三豊市立高瀬中学校 令和4年4月開校 三豊市教育委員会 香川県三豊市

世田谷区立世田谷中学校 令和4年4月開校 世田谷区教育委員会 東京都世田谷区

白石市立白石南小学校・白石市立白石南中学校 令和5年4月開校 白石市教育委員会 宮城県白石市

大和郡山市立郡山北小学校 分教室「ASU」 令和5年4月開校 大和郡山市教育委員会 奈良県大和郡山市

ろりぽっぷ学園小学校 令和5年4月開校 学校法人ろりぽっぷ学園 宮城県仙台市

不登校特例校の設置状況（令和5年4月現在）

全国学校数（24校）の内訳

⦿ 公立：14校／私立10校

⦿ 小学校：5校（併設含む）

⦿ 中学校：17校（小中併設含む）

⦿ 高等学校：3校

不登校特例校設置の推進

⦿ 5年後までに全ての都道府県や

  政令指定都市で1校以上設置

⦿ 将来的には全国で300校設置

中教審「次期教育振興基本計画」答申   

（2023年3月）より

三幸学園資料 46/48
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オープンスペース
各フロアにくつろげるスペースがあります
教室だけではない“自分の居場所”が見つけられるはず

ミュージックルーム
音楽で心通わせる空間
歌や演奏を通して自分の世界を表現できます

ライブラリーラウンジ
下駄箱が無いだけでなく、図書館と一体化したエントランス
ワクワクした気持ちで登校できるように工夫されています

アクティブルーム
運動で心と体をリフレッシュできる空間
仲間との繋がりが生まれるきっかけにも

47/28
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カリキュラムの特徴

みらい中は、社会的自立に向けた不登校特例校としての
教育課程を編成しています。
年間授業時数を775時間に再編成することで新設科目や
行事を充実させ、生徒の興味関心を伸ばしていきます。

SST マイタイム

人間関係構築に
関する教育

キャリア教育

生きる力

協調性を身につける！

朝のマイタイム
→学習予定を立てる

夕方のマイタイム
→学習予定の振り返り

主体的に取り組む
態度を育む！

朝のマイタイム

学習予定 夕方のマイタイム

振り返り

実践

新設科目・行事
の充実

48/48



Klaus StebaniによるPixabayからの画像 

つながれ！私たち

ご清聴ありがとうございました
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